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1．　はじめに
　アメリカにおける資金計算筈の発展史のなかにあって，いわゆる「繁栄
の時代」といわれる1920年代の初頭は資金計算書の確立の重要な時代にあ
つたと，一般的に考えられている。その理巾は多分に当時の多くの努力に
もとめることができる。その代表的なものとして，公認会計士試験問魎を
通してのアメリカ全計士協会（現在のアメリカ公認会計士協会の前身）に
よる資金計算書の啓蒙と”，当時∫0〃ηα10∫ん00吻f伽α誌上Students’
Depaftmentの執筆担当者であったフイニー（H．A．Finney）の解答と解
説2）を指摘することができる。
　ところで，本小稿がとりあげたエスケレ（Pau1－Joseph　Esquerr6）は
ζユーヨーク州立大学の教員であり，ニューヨーク州公認会計士協会の一
員であつた。かれは「最初の実に満足せる公認会計士試験のための進路」帥
と評価され，1914年には著τ加λ助1”τ加oび0∫ん60〃舳のなかで，
すでに19ユ2年のニューヨーク州の公認会計士試験問題の解答として，r資
源とその運用に関する計算書」the　statement　of　resources　and　their
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appユicatiOn（以■ド「計算■、一；＝」と呼ぶ）　を作成し，1925年には∫0〃閉α10∫
λcoα〃f伽6ツ0）テ1二月号0）「通信欄」correspondence　に投稿した「賀源と
その述州」“RosourcesandTheirApPlication”のなかでフイニーの理論
を批平一／した。それにもかかわらず，かれの理論は，資金計算一1＝の発」展史の
なかにあって，アメリカはもとよりわがいく1においてもあま～．〕とりあげられ
てこなかったようである。それはfl1工■牧なのであろうか。
　　木小干高は，かかる概□■一をもって，1〕fJ述したかれの1914イ’Fと1925イF0）資金
計算’糾の一思、名’を考察し，そしてこの老’然をとおして，資金計算’一11＝の発展史
におけるカ・れの恋養を」町検二芋、』’したい。
ユ）　同協公は資企一；十算＝’許の作成冊魎を頻繁にi式験1胡魎に川趣した。／920年から
　1926年の1川にI■H題した回数は／3川このぼる。そして，∫o〃伽／0ゾλ000〃〃α肌ツ
　は同誌．1・二のStudents’Departmentをその解答と娩榊にあてた。
2）　これに関する一連のものとして，つぎのものを指梢することができる。
　　　∫0〃〃α10∫λ㏄0刎〃伽むツ192／41’一7月号（非公式な解答を発表），1923年12
　月号（資．企il†算書にたいする会計人への啓允のため，先のみずからの解答にた
　いする説1月），1925年6月号（ユスケレの論評に応えて），この他にP〃伽ψ1ω
　o∫λ060舳〃〃9．1923がある。
3）　G．HI　Previts，“Critica1Evaluation　of　Comparative　Financia1A㏄ou－
　nting　Thought　in　America1900to1920．’’Dissertation　for　The　Degree
　Doctor　of　The　F工orida　University，／972．p．27、
2．単式簿記にもとづく財務表としての「計算書」
　　エスケレは．．汗t式簿言’システムにおける財務諦表として，「資産・負彼
一覧表」the　statement　ofassets　and　liabi11t1es（以下「一・覧表」と呼ぶ）
と「計算｛；＝」the　statement　of　resources　and　their　apPlication　を挙
げ，両者をつぎのように説刷’1する1〕。前者の目的は財務状態financia1st－
atusの表示と投資価値2〕invested　va王uesの変動の楳理にあり，後者は
「一覧表」に幣理．されたる投資価値の変動の’説明にある。
　したがつて，ここでは，前著の第二茸：「、勒定の一般理論と記帳法」にお
ける第五節「卑式簿■lLの会計システム」の考察をとおして，r一覧表」と
「計算11ヰ1」との閑係を1リ」確にし，r計算甚11」の理解の一功となしたい。
　かれは，まず単式締■1一の目的は「人名勘定1edger　account　w王th　peト
SOnS　Only（所有1三勘定，噸榊吻定，偵権者勘定一巾村）を弓f閉するた
y）にto　keeping　funning介業のすべての収ijlを言己以することにある。」帥
と規定し，「元帳は所有主の常に関する以外の慢素とは無関係である。」4〕
と述べ，その某本原理をつぎ（ノ）ようにl1舳1する5〕。
　1）　砧棚的価値（竹産）0）士舳11と消楓直勺価値（負債）の減少は所有主の
　　常を士舳□せる諦要「刈である。
　2）欄似的価値の1」1喪少と消似的価伯の増加は所有ヤの常を減少せる諦要
　　閃である。
　3）某本原瑚2〕はまた所有主がr1己の符の純蛸加に貢献せる諦要素を取
　　得するための巡用に供される萱源reSourCeSでもある。
　さらにかかる基本原理はつぎの六つの等式関係に展開されるω。
期首の資産一期祈の負債＝期首の純財産
賞産の増加十負債の減少＝所有主に利益となる諾要素
資産の減少十負債の増力□＝所有主に不利益となる諦要素
上記の等式12ト13ト純財産の純増力口
期末の資産一期末の負債三期末の純財蕨
上言己の等式（5ト川＝純財産の純増加
　さてこれらの等式のなかで注意すべきは等式14）と㈲とが同じだというこ
とである。いいかえれば，もうひとつの等式15ト（1〕＝12〕一13〕が成立すると
いうことである。かかる等式こそ「一一覧表」（左辺）と「計算書」（右辺）
との関係ひいては「計算蕃」の性格を表わしている。この点について，か
れはさらにつぎのように説明する。
　　「所有ニヒが期首に投資した価値の純増加額を期末に所有主勘定に貸
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言己することは，貨産の増加と負彼の減少の総計を所有上勘定に貸記し
資産の減少と負伐の増加の総計を所有主勘定に倍記することと同じ意
昧である。このことは，期中に企業に流入せる価値をすべて所有主勘
定に貸言己し，企業からの流出せる価値をすべて所有主勘定に借言己する
こととまったく同じである。」7〕
　ところで，期中に企業に（あるいは企業から）流入（あるいは流出）せ
る価値のすべてを所有主勘定の借方と貸方に記帳することは，当時の言己帳
技術から判断して，経済約合理性の蜘点からやっかいな問魑である。それ
ゆえに，かれは期首と期末の比較計算から導き出される資産と負債の増減
額でもってその代用としたのである畠㌧
　つまり，等式ωと15〕あるいは（6〕は企業問収引の結果的側面から利益（純
財産増加額）計算を指向するものであり，第式（2〕と13）あるいは14〕は原囚的
伽面から利益稼得を説閉するものである。そして，前者の計算は「一覧表」
を中心になされ（静態的棚察），後者の説明が「計算書」においてなされ
るのである（動態的糊察）。かかる「一覧表」と「計算書」との関係はコ
ール（W．M．COle）の貸借対照表と「Where－got・where－gone表」との
関係に相当するものである帥。エスケレの特徴は，その関係が単式簿記の
システムにおいて成立していることにある。
1）　Paul－Joseph　Esquerr6，τ肋λ力力〃召∂　τ加0η0ゾλ660砒〃8．1918
　（Eighth）．p．384．
2）かれは価値概念について，つぎのように説明している。　rここに使用されて
　いる鵯価値”とは，有形価値tangib1e　valuesだけでなく，資産にたいする所
　有主持分の増減をも意味する。」（op．cit．，p．57．）そして，「価値はある状況のも
　とでは資産であるが，他の状況のもとではそうではない。」（op．cit．，p．136．）
3）Paul－Joseph　Esqueエr6，op－cit一，p．54．人名勘定に表われない他の投資価値
　の変化は定期棚卸法によって確認される，と続けて説明する。
4）　Pau1－Joseph　Esquerr6，op，cit．，P，75、
5）　Paul－Joseph　Esquerr6，op．cit．，pp．54－55，
6）」Paul－Joseph　Esquerr6，op－cit．，p．58。さらに期中に資本の追加投資や引
　己臼があった場合・利益の汁算はつぎのようになされる。＜純財産の純増加額一
　追加投資額＞か＜資木の純増加額十引旧額〉である。
7）　Paul－Joseph　Esquerr6，op．cit．，p．57．
8）　経済的今理仏の間魑は勘定簿言己法が固有にもつ問題である。レイマン（R，A，
　Rayman）　はこの問題を舳肖すべく行列簿記法による資金計算書の作成法を提
　案した（R－A．Rayman，“An　Extention　of　The　System　of　A㏄ounts：
　The　segregation　of　Fund　and　Va1ue”。∫o〃伽／oグλc60舳〃勿g　R83召〃一
　”，Springユ969．詳細は杣稿「レイマン　（R．A．Rayman）　資金理論の一研
　究」『1坂南論集」第9巻第2号を参照されたし。
9）　コールによれば，貸借対照表は企業の現況（債務返済能力）を表示し，
　Where－got・where－gone表は変化（債務返済能力の変化）を表示する。詳細
　は拙稿rコール（W，M．Cole）の資金計算書の理論『阪南論集』第13巻第2号
　を参照されたし。
3．1914年の「計算書」（1）一構造と目的
　それでは単式簿記にもとづく財務諾表のひとつとしての「計算書」とは
具体的にはどのようなものであるのか。ここではその構造と目的を中心に
考察したい。
　かれはつぎのような19！2年ユ月のニューヨーク州公認全計士試験問題を
とりあげ，その解答として，r計算書」（表2）を例示している。
　　「貸借対照表（表1一中村）は，監査人がウェスタン村の1912年1
　月5口の取締役会議において取締役directorsに提出した，ユ910年12
　月31口付と19u年12．月31日付の貸借対照表を比校したものであ乱こ
　これとともに，19u年度の損益計算蕎＝a　statement　of　income　and
　profit　and　lossが提出された。それによれば，当期の利益は22120ド
　ルであった。取締役はこれら財務諸表を検討し，つぎのように意見を
　述べた。私達は，現金が減少し，資本的負債capital　liabi1itiesが増
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加していることを考慮した場介，当期の利益が発生した原囚を判断し
がたいのです。そこで監査人は，会議が休憩に入る前に，当朴が，19
11年には使用1ossした前年度からの繰越資源と1911年に新たに獲得
した資源と利益，そしてそれぞれどのように迦用したかを表示するこ
とのできるように考案した，適テー‘に名付けた計算亨111a㏄0untを作成
し，それを取締役に提州した。
　さて監査人が取締役に撮出した計算書を作成しなさい。」1〕
　つまり，試験問題は，利益稼得を説明するための計算害として，前年度
から繰越した盗源，…仙」に獲得した盗源と利益，そしてそれらの迦用を表
示する計算書の作成を要求した。
　かれはかかる計算書の作成手順を，比較貸借対照表を説明したのち
に2〕，つぎのように説明する。
　　「計算沓を作成する準備として，すべての貸借対照表勘定科目の増
　減額を算出する必要がある。それが算出されたのちに，つぎに富の増
　加に貢献した諸要因（すなわち資産の増加と負債の減少）と富の減少
　をもたらした諸要因（すなわち資産の減少と負債の増加）とを対照表
　示する。」3〕
　この結果，作成されたのが勘定式の貸借均衡式による「計算書」（表2）4〕
である。それは，題意にしたがって，すべての貸倍対照表勘定科目の増減
を，＜借方〉資源の源泉resources　Obtained　through（資産の減少と負債
の増加）と＜貸方＞資源の運用fesOufces　applied　to（資産の増加と負
債の減少）に整理し，さらにそれらを，前期からの繰越資源と当期に新た
に獲得したものとに，再整理して示したものであ孔
　さて問題は，なぜかれが利益稼得を説明する計算書として富の増加に貢
献せる諸要因と寓の減少をもたらした諸要因を対照せしめる計算書を作成
したのかということにある。その解答として，かれの単式簿言己の基本原理
（表1）　　資
土　　　　地
建　　　物
機　械，二L　貝
一罵，荷堆，馬具
特　許　権
営　業　権
■現　　　　金
売　描　金
投資社償
仕　掛　　晶
原　材　料
関係会社出資金
杜債，担傑付手形I915
支払手形
買　掛　金
減価償却引当金
杜　　債　　割　　　引
株式資本金一優先株
　　　・普通株
剰　余　金
負
産
ユ2／31／1910
＄20．000
45．000
86，000
ユ0．500
　6．000
25．000
28．300
29，600
lO，800
6，750
軍．．．．2螂959
債
＄35，OO0
16．400
2，500
ユ50．000
　50．000
　14，050
＄　267，950
12／31／1911
＄25，000＊
　45．000
　89，000
　ユ0．500
　6．000
　25．000
　10．300
　26．550
　15．000
　14．690
　10．300
　3，680
＄267，950
＄20．000
　2．000
　19．350
　6．750
　！，000
ユ50．000
　50．000
　31，920
＄　267，950
＊近隣地の工場用地の増価にもとづく再評怖額
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1．
2．
　　　　　　　　　　　＿塗．．．必」．の
餉期の流動資産の減少：
　　　現　　　　金　　　　＄
　　　売　　掛　　金　　　　　＿．．．．．
　　　　　　言十・・・・・・…　　1…　　1…
企業の信用の使用：
　　　la〕前期からの負債の増加
　　　　　買　　　掛　　　金
　　　1b〕新たな負債の増加
　　　　　社債および担保付手形
！8，OO0
3。．哩q
　　　　　　　　　　　小
3、利益の再投資
　　　　　剰余金への振≠孝利益
　　　　　引当金目的への運用利益
　　　　　（一）財産の評価替により
　　　　　　　　取得さ才Lた利益
　　　　　　　　　　　残高…・…
　　　　　　　　　　　総資源
・＄　　21，050
＄　2，950
20，OOO
・串．．2睾．茜q．
・＄　　44，OOO
＄　17，870
　＿4必q
＄　22，120
＿．亘」．qqq一．．．．．．
　　17，120’
．＄．．．Oユ．！．120．．
と二つの等式を考察した結果，かれの「計算■占＝」が以1州舳■川rから利」盗稼
得を説り三するものである（前節の注7）ということにもとめることができ
る。しかしここでは，それらとの関係において，とくにつぎのハットフィ
ールド（H・R・Hatfield）の常と利益の＾燃を閉示する必要がある。
　　「利潤は一il1｛のJ’舳一’1が実現したときのみ存在できる，これが共通の仮
　定である。そしてこの説は多’くの会計専1」6’j家，法作家，経済学者から
　　　　　　　（表2）　　　　資源とその運用に関する計算書（勘定式）
　　　　　　　　　　　＿資源の運用
1．前期の資本資産の増加：
　　　　機械および工臭・………　　　　　　　＄　3．000
2．新たな資本資産の取得：
　　　　　関係会杜出資金　　　＄　3，680
　　　　　他会社の社債の取得
　　　　　額面　＄15，0CO
　　　　　　（一）割引高　　　　1，OOO
　　　　　残｝＝｛……一　．叫P四一．
＄　17，680
3．運転および取引資産の増加：
　　　　期末仕掛晶
　　　　原　材　料
小　　計
4．前期の負債の減少：
　　　　支払　手　形
＄　3，890
　　至厘9
　　　　．．．一．＿L坐q．．
　　　　＄　28，！20
23，000
総　運用 ＄　61，120
非常な合意を得ている。」5〕
　つまり，エスケレの甚本原理はかかる共通の仮定を具体的に展開させた
ところに生起することになる。したがつて，富の増減の計算は，共通の仮
定の富の増加の実現を実証し，その紬果，利益の存在とともに利益稼得を
説呪することになる。すなわち，かれの「計算・量」＝」の目的は以囚的側山か
ら利益の存在を実証する，いいかえれぱ利益稼得の説閉にある。
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1）　Paul－Joseph　Esquerr6，op．cit．．pp．386－387．
2）かれはつぎのようにi1舳1する。r比校貸借対照表は経営一者に舳艶との比較によ
　る今、期の増減額を指示し，それでもってかれらを啓允する。」（op．cit．，p．387．）
　さらに，かれは！927年にはつぎのように説■リ」している。「仮に貸借対照表が投
　資価値，すなわち積極1＝1勺（資廠）と消趣的（賞債⊃および持分（資木金と剰余
　金）の棚卸表であるならば，＝11舳一一のこれらの種類の仙値の純変動は前期の賃
　借対照表に．おける同一要素との比佼によって適一リ」に測定することができる。」
　　（■4cco〃κ〃〃9，ユ927．P－4．）
3）　Paul一〕oseph　Esquerr6．τ加λ力力〃〃丁加07ツoゾλooo〃〃3．1918．P．387．
4）Pau1－Joseph　Esquerr台，0p．cit。，p．388．かれはつぎのような説■」jlをつけ加
　えている。「さてつぎの言刷j＝火’が言及される。｝投資社債”舳止の資雌の増加
　15，000ドルは他の資産14，000ドルを費消しただけである。けだし，それは1，O00
　　ドルの割引がなされて取得したからである。たんに実際隙仙aCtua1COStとい
　うのは，他の資産を取得するのに費消した資産のf■1噸である。また再投資され
　る利益は損益計算＃芋に計上されている金額ではなく実際に．稼千・“された総利益
　total　profitであることに注一慧が必要である。」（op．cit．，p．387．）
5）水田金一蛆i沢『ヘンドリクセン会計学上准’」同文舘刊，閉和45年，66頁．
4．1914年の「計算1苫」（2）一富と資源の関係
　前節において・考察したように，かれが「資独とそれらの連一用に関する計
算1’苫」なる表腫のもとで作成した計算一雀11は’．1古の±曽減計・算でもあるというこ
とから，かれの「計算｛；1」を理解するために，一．1；｛と賞源ひいては資金との
1央1係が問迦になる。ここでは，この1丑j係の■考察をとおして，かれの貨金的
一聖、名’をリ」〒准にしたい。
　たんてきにいって，かれの「計算“jl」において、つぎの諸閑係を導き出
すことができる（次頁参照）。
　さてかかる諾関係は，第2節に名’察した，かれのj1t式淋；1己の基本瞭彊に
リヨ示されている。すなわち，映j係1a〕は一基本瞭刑11，lb）は12），lc〕は／3）に杣当
1914年の「言十算一一書」（表2）
　　1’■’■’　　　　（■互）　　　　　　＝（d）　　1一；1ζの増力一，1こ貞1駄せる諸　　一鉤准の増加と負債の減少「　資源（資金）の連用’
口〕≡要因　（宮の増力11）
　　　　　　　　　　　　　　　（b）　　　　　　　1（・）
　　≡宿の減少に貞献せる誌　　一資産の減少と災債の増加1　資淑（資金）の源泉
〔■■〕1要因（富の減少1．．．．．．．．．
　　　！抵年あ■■F柏1沓」（表3）
し，ld〕は前三■者の！洲系から導き山される），「然の帰紬である。
　1川剰a〕と／b〕あるいは基本j卿型1〕と12〕は一．1；亨という経済学的概一念を会計学的
に表功しようとしたものであるが1〕，上．ポの，洲洲系から，一．1：、と貨洲の舳系
は反作州の1州系にあることが■川准である。すなわち，一．1；｛の土舳1．1は淡源の迎
j1目を一r二：昧し，一．■1｛の亨」，長少は㌘王源の狐泉を一凸11味する。ところで，これらの諸関
係のうち，資金計算’王11＝の刎一1肯、から注一㌫すべきも0）は，／9！4年の「計算沓」
（表2）に表われている，1・〕とld〕あるいは某本舳型13〕である。こ0’）lc〕ある
いは／3〕については，かれみずからも資洲概念を説■リ1するさいに，つぎのよ
うに詐述する。
　かれは，まず「計算・、1j＝」がつぎω公計および絆済の／〃叩、を基木1’舳旬拠と
するものであると指摘する。
　　　「人は受ユ又るあらゆるものevrythingにたいして一．1苫の眼界内か信用
　の限界1人1で，すでに所打しているもののうちからあるもリ）something
　を・手泄さねばならない。仮にこれが真実でならないぱ，受⊥灰人recip－
　ientは州一’∫，辿」准，辿州あるいは〕．竈蝋！財戸1三の受伽’者beneficiaryと
　なるにちがいない。」2〕
　かかる一jll；木灼舳批は，スプレグー（C．E．Sprague）o）「’’わオしわれはあ
るものを対仙衙なしに獲〃することはできない。」官〕We　camot　get　some－
thingfornothingという兇解に依手処し，「『言十算1⊥j1』カ…実f本ホ日．一工問収Ulの
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みを報告するという理念」4〕にもとづいて作成されることを恵味する。そ
して，かかる前捉を企業に適用することによって，資源概念はつぎのよう
に’説明さ才τるo
　　「たとえぱ，ある人が銀行に1OOドル独金しているとすれば，その人
　は貧産を所有していることになる。そして，その人が衣服一着を購入
　する帥勺で先の伽金のうち25ドル引き出したとすれば，その人は臼分
　の資産の一郁を異なつた資産を購入するために述用すべき資洲に転換
　したことになる。もしその人が資唯を費消する代りに掛で購入したと
　すれば，その人は，臼分の信用を期首には所有していなかった資産の
　購入に運用すべき資源に転換したことになる。かれが信用を部分的に
　使用するほかの方法で衣服を購入しようとすれば，かれは『現金』資
　産を！1土消せねばならないだろう。」5〕
　つまり，か才しに亡工二れば，資涼は二）ぎのように規定さ才Lる。
　　ω　過去に保有していたが現在では一費消した資産
　　（2〕過去に保有していたが現在では部分的に使用した信用
　　13〕再投資される一1．；1；の増加
　かかる概念1娩定は資柳そ0）ものを蜆定しているのではなく，その独泉を
説コリjしたもσ）にほカ・ならない。けだし，．L．■三項〕は「言ト算省＝」の＜措プ∫〉
資淋の源泉項目とまったくおなじことからもあきらかである。ただリ」らか
なのは，：」，三体□、］収引を資源なるものの流れと解し，その資源のj榊、麦が」．＝；了の
増減をもたらすということだけである。しかし，かかる基木的前捉と臭休
f1勺泌ilj」から，上．1Llの舳利c）あるいは火本以瑚3〕を’理解することができる。
それは「資」、割助定reSOurCe　aCCOuntの；li・長少はあるものが当地」中にこの勘
定から引出され他のどこかへ支出されたことを示す。」帥という，コールの
資金的解釈に相通じるものである。
　つまり，エスケレは，貸借対！，、仁表勘定科目の変化から，企災相互間収引
による資独すなわち資金の流れを惚識しようとした。そして，かかる資源
の流れを’．’1言の変化と結びつけて「言十算書」に示そうとしたところに，かれ
の特・微カミあるo
1）・会！汁学と経済学との関係については，ペイトン（W．A．Paton）がんω舳伽g
　　γ加07ツ，1922のなかで，つぎのように．11舳」している。「＜財産＞という分類と
　経済学者の概念たるく富＞との関係を考察すれば，このような会汁上の範ちゅ
　　うの基木的1卜．』質をなに一ほどか解1リ」するのに役立つ・であろう。一般的にいえるこ
　　とは，富を構成できるいかなるものも，一定の酬11子のもとでは資産になるので
　　ある。」（水田金一一慌訓r前掲書」601r。工）そして，エスケレは＜∫甘産＞に代えて，
　＜価値〉なる用語を使用して，この月ヨ語をペイトンと同じように言削一している
　　ことは，第2節（注2）において示したとおりである。
2）　Pau1－JosePh　Esquerr6，oP．cit一，P．385．
3）　C．E．SPrague，τ加！⊃〃～030助ツo∫λooo批〃3．1908（Accounting　C1ass－
　ics　Se1＝ies），P．24．
4）　L．S．Rosen　and　Don　T－Decoster，“『Flユnds」　Statements：A　Histor－
　ical　Pe］＝spective”，λoむo批仰”ηg　Rωタθω，Tan．1969，p．126－
5）Pau1－Joseph　Esquerr6，oP．cit。，PP．384－385一この説明のなかで注意すべ
　きは最後の現金資産の榊［である。かれによれば，それは再投資される宙の増
　加としての項目に入れられてい。る。これに．ついては，かれの友2の言卜算書の説
　1リ］に注意しなければならない。　「コ、一」！リ」の資戸一三21，050ドルと汕期の信用22，950ド
　ルとが新資産28，120ドルの取得と．企薬の信」「」33，O00ドルを回復するため・に一費消
　されたのであるから，衡原の消費consumptionを超える運用の超過額は実際
　には■現金で受取ったと同棚の利益でもって創造されたに・ちがいない。」（op・Cit．，
　p，387．イ蕾■点i生一・［一…ヰ寸）
6）W．M．Co1e，んω舳ね，τ肋〃0o伽〃〃む〃oκσ〃1肋ゆπ物肋焔，1908．
　P．132．
5．1925年の「手・卜算沓」一1914年との比較
　　さておよそ10年後のユ925年，かれはフイニー（H．A，Fimey）の公認会
計士試験（192ユ年）の僻答Dを批判した1〕。若ニドの論争がかかる批判を契
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機におこなわれた。論争そのものの考察は稿を改めておこなうことにし
て，ここでは，かれがそのときに作成した「計算書」（表3）3〕を1914年の
ものとの比較を中心に考察し，かれの賞金計算当の理解を深めたい。
　　　　　　　（表3）　　　　資源とその運用に関する計算苦
1a〕富の増加1
　　111土地評何11益（剰余金％の貸記）…・・………・…一…・………荘　5．000
　　12〕固定資産の購入
　　　　　　機械および工具……・…一・・・・・・・………・…・一・・……・・・・…3，OOO
　　’13〕流動資産の増加
　　　　　　原材料……………一・・…………曲3．550
　　　　　　1士　　　む干　　　一昆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　　3．890　　　7．440
　　14〕社債・投資の増加
　　　　　　関イ系全杜一一■資金………・…………………・・…　　3，680
　　　　　　社　　　　債
　　　　　　　客頁　　　　　　　i五・・・・・・・・・…　蔀　　　15，OOO
　　　　　（一）害O　　　弓1　　r；二・’・・・・・…　一・…　　　1，OOO　　　　　　　ユ4．000　　　　17．680
　　15〕負債の減少
　　　　　　支　　｛ム　　弓三　　ヲ杉・・…　一・・・・・・・・・・・・・・・…　一・一・・・・・・・・・・…　一一・・・…　　33，O00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　66．120
　1b腐の減少：
　　111資産の減少
　　　　　　現　　　　金一一………‘…………　茄　18，OOO
　　　　　　“三　　　ま卦　　　　金・・・・・・・・…　一・・・・・・・・・…　一・・一・…　　　　3．050　　　21．050
　　12〕負債の増力11
　　　　　　買掛企………・・・・・・………・・・・・・・・・…2，950
　　　　　　社債および手舳三付手形一・・……一…・…・・二．理㎜g　＿理，950＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．。4蔓，ooq．
　lC〕当期巾の利益再投資による富の純増加：
　　1！〕剰余金への振替利益……・・・…一・……・・…・・・………・・…　＄　12．870
　　12〕二■r期収益からの控除額
　　　　　　機械減仙舳却費………・一……・…一・・…・…一・………・・4，250
　　　　　　富の純増力1］を証す，再投資される純利益一…・…・・…二二＿1㌃ユ20
　まずユ914年の「計算苫」との比較において注1iユすべき変化は，i，刊魎が
＜資源の源泉＞とく資源の迦用〉から＜？；Tの増加〉Increase　of　corporate
wealthと＜富の減少〉Decrease　of　corporate　wealthへと変化したこと
である。これら四項目の関係は前節で老察したように舳刈と結果あるいは
表衷一休のものとして考えられている。しかし，なぜかかる変化いいかえ
れば常なる経済学ir勺概念の肺調が必要であったのか，かれはリ」らかにして
いないのであるが，つぎのように推察することができる。
　1912年の試馴川遡は利益稼得を言舳」する計算苫として「計算書」の作成
を要求したのにたいし，ユ92ユ年のそれはたんに「計算苫」の作成を要求し
たにすぎなかった。　ところが，当1時の受験生にかなりの影箏，葦を及ぼした
Students’Departmentの執筆者フイニーは流動性の変化に重机せるr計
算書」を作成した。そこでエスケレは，「計算11芋」の目的が利益稼得の説
明にあることを強調せんがために，上し■のような直接的表理に変化せしめ
た，ようである。しかし，経済的背景からみて，ローゼンとデコスター
（L．S．Rosen　and　Don　T．DeCoster）が指摘するように4〕，当11jfの会計
人達が企業資本の円定化にともなう経済学との交渉（資本の循遺迦動の説
唖）をもつ傾向にあったということは，かれの変化（寓なる経済学的概念
の強調）に影響を及ぼしたことは否定できないであろう。
　ともあれかかる刷題の変化は形式の変化へと展開された。かれは貸借均
衡式（総資汎1＝総逃用）から残高式5〕（宮の増加一宿0）滅少＝術の純坤力口）
へと変化させ，フイニーの貸借均衡式をつぎのように批判した。「執筆者
の解答は資金をむりやり貸借均衡させている。」拮〕
　以上に老察した1914年から1925年への変化は「計算書」そのものをかれ
みづからの論理に合致させようとする努力であるとみられる。しかし，こ
の変化は富と資源の関係を希簿にしたばかりでなく，「計算苫」が常に集
中するものであるとの印象をその読者に強く与えることになった7〕。それ
がために，一般にかれの「計算書」を理解することがますます困難になっ
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た。このことはつぎのフイニーのエスケレヘの批判に表われている。
　フイニーは，エスケレの主張から，　『一．llTは純財産である。その富の増加
は純利益あるいは剰余金の増加である。』との見解にたって，宮の増減欄
に掲卍されている言汽項目が木当に純財雌の±榊．皮を表わしているかどうかと
いう旧1魎をとりあげ，つぎのように批判した。
　　「たとえば，ある固定資産がJ’舳口した場合，この埴加は計算■lLl＝で会
　社の富の刈加として表示され乱しかし会朴がたんに工場施設……を
　増加することで，会祉の財燦を土舳口せしめた結果になるだろうか。会
　社は資産を他の資座1と交炊したり，独1で設備propertyを購入したり
　することはありえないのだろうか。どの．場合でも，会社の一、1吝あるいは
　純財産が埴加．1したとは言えないのである。しかし，このように捉示さ
　れている計算■、，1＝の“原理”の適」一口は，会朴が！w＝j・として口司定貨雌を受
　取つた」lz・今には大変に有益なのかもしれない。」宮〕
　かかるフイニーの批平i」は鳩くことにエスケレの基本的前提（’前節注2），
と全く相反する内容になっている。かかる反対解釈の原因こそエスケレの
ユ925年の変化にある。いいかえれば，その変化のために，資源ではなく富
すなわち純鮒産なる残丁；1概念が資金と結びつけて鮒釈されたのである。重
要なのは，宙（純財産）は資産と負債によって構成されることであり，資
産と負償の変化こそ資涼（資金）の動きを反1映していることである。
　つまり・1925年の変化は，目的を強罰、冒するためには合目的であったが，
資金的思考を理解するためには非合口的であったと批判されよう。
／）　エスケレの直接批平1」の対象となったのは，フィニー（H．A．Finney）の
　“Statement　of　Application　of　Funds”，（Students’Department），
　∫o〃伽10ゾんω舳≠伽0ツ，Dec・1923，pp．460－472．の1921年のみずカ・らの解
　答の説明に・たいしてのものである。
2）　Paul－Joseph　Esquerr6，“Resources　and　Their　App1ication”，（Corres－
　pondence），∫o〃γκo／o∫■4cむo〃〃オα物oツ，May1925．pp．424－434．
3）　この計算書は19ユ4年の資料でもってユ925年の形式に変換させたものである。
　この場合，特定項目のなかで，とくに＜財産の評価替により取得した利益＞の掲
　記場所の変化に注意する必要がある。これはミ1自時の配当可能利益算定にかかわ
　る剰余金問題を反映したものと思われる。なお，当時の剰余金問題については，
　宮上一男編「ペイトン研究」（会言1・学荒I榊5）’l1堺書院刊，昭和53年を参照され
　たし。
4）　L．S．Rosen　and　Don　T．Decoster．op．cit．，p．129．
5）染谷水次郎教授によれば，資金計算書の形式はまず貸倍平均形式と搬告形式
　に分棚し，さらに．後者は残τ石式と照介式に分類できる。（『増補資金会計論」中
　央経済社刊，昭和48年，276頁）そして，「残高式とは，資金源泉欄の合計金額
　から，資金使途欄の合計金額を差引くことによって，資金の増減金額を表示す
　る形式のものである。」と説■リ」され，古くは，ブリス（J．H．B1iss）が1923年の
　〃殉伽o〃α〃0加7α伽g灰α肋3主〃〃α〃αg舳3〃において用いていると指
　摘される（280頁）
6）　Pau1－Joseph　Esquerr6，op．cit．，p．428．
7）　L．S．Rosen　and　Don　T．Decoster，op．cit、，p－130．
8）　H．A．Finney，“The　Statement　of　App1ication　of　Funds，A　Rep1yt0
　Mr．Esquerr6”，（Students’Department），∫o批閉o／oゾんoo吻〃α伽ツ，Jme
　1925，p．509．詳細は拙稿「フィニー（H．A．Finney）　の資金計算書の理論」
　『阪南論集」第14巻第2号を参照されたし。
6．　おわりに
　以上の考察から酬らかなように，エスケレの「計算一1「1」の理論の特微は
つぎの三点に要約することができる。
（1）　「計算苫」が単式簿記システムでの財務諦表のひとつである。
（2）　その帥勺が当迦」の利益（純財産増加額）稼得の言削／にある。
（3）　その構造が富と資源の表裏一体的関係成立に依拠する。
　かかる特徴あるr計算書」の理論は「ごく少数の会計士のみにしか支持
されなかった」1〕ようである。その理南はとくに上言己の特徴（1〕と（3〕にあ
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る。いいかえれば，’』1時の「アメリカ会計学においては，いまだ資木二け担
論の影響が強く荻って」2〕おり，ケスター（Roy　B．Kestef）の著んω伽一
肋g，τ加oびo〃〃αo伽θ，1922にみられるように，「笹本（proprietOr－
ship）とその価1値変化は企’業と同様に会計専1■I］家の焦ノト：的な問魍」雪〕だっ
たからである。こ0）ことはエスケレの1三帳にも反1！火しており，　「計算削
において「・復式手’1葦．1’の1人舳な影苧雫を完介に除一ムしえなかつた」4〕のである。
しかし，州蜘2jに閑する限り，1925年の論争に参加した，ハンフリー（F．
L．Humphrey）は「計算■≡！ll」の目n勺のひとつに「’どこに利益があるのか」5〕
を挙げ，　フリーマン（C．E，Freeman）は　「連用された純利益はいくら
か」ωを洋げていることから，一般には一応の押解を得られた迂）のと一考え
ることができる。要するに，問題は資本．1〕．碑論の介花である。
　とわいえ，エスケレの「1汁算’；ll1」の珂、論はコール瑚．論の継承と発展を芯
図したものと．評価できる。それは，すべての貨倍対照表勘定科目（厳密に
は資産・負仏一覧表であるが）の変化の分析から出発しており，それらの
変化を，ミ⊥仙」の利益稼得の舳刈を財務活動の伽111血iから説則jしうるように分
類しようとした。そのことは，同じくコール理．論の継承と発展を意図し，
すべての貸侑対照表勘定科目の変化を巡転賞本すなわち流動性を強’調せる
ように分類しようとした，フイニー碍．論との対上ヒにおいて，資金計算■冒．llの
発展史のなかでは，前述の目的側とともに注目に値いする7〕。
1）　L．S．Rosen　and　DonT．Decoster，op．cit．，p．／27．支持した会計＝Lの・一
　例として，かれらはフィル’ブリィック（Philb1ick）を挙げている。フィルブリ
　ィックは「1915午のマサチュセッツ州の公言一忍会計士試験問題の解答のなかで同
　分類を行なった。」そして，r注意すべきは，問題がreSOurCeSと表現したのに
　たいし，かれはfundsという表現を使った。」（op．cit．，p．127．）
2）3）　宮．ヒー男編「前掲書』168頁
4）　L．S．Rosen　and　Don　T．DeCoster，op．cit．，p．127．
5）F・L・Humphrey，“Statement　of　Application　of　Funds”，（Students’
　Department），∫o〃舳1oゾんoo舳まα伽ツ，Dec．／925，p．465．
6）　C．E．Freeman，“Statement　of　App1ication　of　Funds’’，（Students’
　Department），∫o〃〃〃oゾんoo舳オo伽ツ，Oct．1925，p．308．
7）　エスケレは後の1927年のん00舳f加gでは「．汁1書中＝I等」についてはいっさいふ
　れていないのである。その王1唯1はll」1らかではないが，おそらく次の見解にその
　川i■1が以わされていろと一「⊥しわれる。　「・今1」，ほとんどの企業の貨イー咋対照表はつ
　ぎの仮定のもとにf「1成される。それは銀行r，．｛虫．資bank1oansを1甘るために使用
　　されている。そして，釧けがあえて流醐資燦1iquid　assetsの保、lIEだけで融資
　することから，／甘〃状態の搬告のすべての努カはその流重州三の．l1川に向けられ
　ている。」（ル00舳舌肋g，1927．p．41．）つま1〕，かれのr，ll・算．一芋」の目1r勺側と現
　火の要求とのズレが■」」」雌になったのて’ある。
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